
第7群発表

7～4　院内継続看護へ向けての一考察　その1

1　はじめに

南2一耳鼻科病棟、耳鼻科外来

　年々、悪性疾患患者が増加しているが、一・旦入院加

療した患者でも何らかの障害や問題があり、社会復帰

後も再入院の不安を抱えながら通院を続けている。患

者のためには、このような問題を継続して観察するこ

とにより問題解決への看護を展開していくのが望まし

いが、そのような記録や場がないことが問題を深刻化

させている。

　当院耳鼻咽喉科においては、昭和57年10月より、せ

めて、病棟外来間で継続看護の充実を図ろうと、記録

用紙を作成し看護婦の受け持ち制をもとに実践してき

た。昭和59年10月中旬までに病棟から外来へ送った記

録は172名に及び、約20％の患者が2回以上の入退院

を繰り返している。

　当初、記録するのが煩わしく、継続看護に対する認

識も低かったが、4回にわたる記録用紙の変更と、病

棟スタッフが一日外来研修をすることにより外来看護

に対する認識も高まり、徐々に意識の変化も現われた

ので、その後の経過を報告する。

○林理恵子、戸館、弓削、千葉、早田、波江野、

　風巻、吉田、対馬、宮原、三輪、田巻、柴田、

　俵積田、西原、須佐、斉藤、石野田、宇賀神、

　池田、藤井
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△患者受持表

H　実施方法

期間二昭和57年10月～59年10月

対象：悪性腫瘍患者

　対象患者が入院してきた時点で、以下のように施行

した。

　（1）病棟において

①　受け持ち表に基き、看護研究班の担当の看護婦が

　受け持ち看護婦を決める。なるべく入院時に接した

　人が受け持ちとなり、再入院の場合は以前の受け持

　ち看護婦が担当する。負担のかからぬよう平均受け

　持ちは2～3名とする。受け持ち看護婦は、全スタ

　ッフにわかるようカーデックスにスタッフ名を記入

　する。

②　受け持ち看護婦は、問題点が生ずれば、その都度
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　　　　ムカーデックス2号用紙記入例

　看護計画を立案、発表し、全スタッフに伝達する。

　また、治療方針や症状の記入、術前、退院時のオリ

　エンテーション等にあたる。意識的にコンタクトを

　多く持つようにするが、勤務の都合上指導にあた

　れない場合は、他の看護婦に情報を与え代行しても

　らう。

③　退院が予定されたら、用紙に入院中の経過、看護

　上の問題点を記載し、次回受診日までにまとめる。

④記録用紙は、看護助手が外来看護婦へ渡す。特に

　問題のある患者は、主任または代行者が直接外来へ

　行き申し送る。他院へ通院の患者は病棟から通院先

　へも送る。
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　（2）外来において

①病棟から送られた記録用紙を朝の打ち合わせ時に

　読みあげ、全スタッフに伝達する。

②対象者の名簿を作り、氏名、退院月日等を記入す

　る。

③　記録用紙は、その裏に2号用紙を貼布し、外来カ

　ルテの間にはさみ、ジャンボクリップで目印を付け、

　受診の際気付いた点、問題点を記載する。

④問題のある患者は、翌朝の打ち合わせ時、皆で検

　燃する。

皿　結果及び考察

　病棟では、看護婦の受け持ち制を導入することによ
り、

①患者の状態、治療方針等にも注意深く目を向ける

　ようになった。

②受け持ち看護婦が、積極的に計画を立案、実践す

　ることにより、看護行為の統一化が可能になってき

　た。

③スタッフ同志の情報交換が密となった。

④再入院の場合、記録用紙があることにより、新し

　いスタッフ、看護学生等も、あらかじめ患者の全体

　像がとらえられ、アナムネーゼ聴取が行いやすくな

　つた。

⑤記録のまとめ方が上達したため負担と感じなくな

　り、提出が早くなった。

　外来では、特に耳鼻科では、治療により外見上の変

化をきたし、発声や構音機能が障害されるため、治療

の経過を把握することは重要である。

　記録用紙は、コミュニケーションを取る上で、また、

特殊なガーゼ交換の準備も前もってできる等、参考に

なる点が多かった。

　スタッフの間では、問題をとらえようとする意識は

あるが、週1回の腫瘍外来に患者が集中すること、ま

た、ひとりの看護婦が何台も診察台をかけ持っため患

者とのコンタクトをとる時間的余裕が無く、昭和58年

からは、殆んど記入できていない現状である。

IV　今後の課題と対策

①外来よりの情報が少ないため、今後は最低、再入

　院患者に対して入院に至った理由、本人への説明の

　内容、予約中の検査は記載することとなった。

②外来、病棟間での情報交換の機会が少ないため、

　定期的に、月1回情報交換を行うようにする。（毎

　月第1週の月曜日か火曜日）

③患者に受け持ち看護婦であることをどのように知

　らせるか、ということについて。

　　現在、患者には、特にそのことを告げることなく

　何げなく接しているが、患者と主治医の関係のよう

　に、入院時に受け持ち看護婦であることを知らせら

　れれば、もっとコンタクトが取りやすくなると思う。

　しかし、現在のところ、腫瘍患者が対象のため、他

　患に違和感を与えてしまう危惧がある。スタッフ間

　で話し合ったが良い意見が得られず、みなさんの御

　意見をいただきたいと思う。

④問題のとらえ方、計画の立て方等で、スタッフの

　レベル差がでてきた。看護手順を見直し、お互い啓

　発しあいながらレベルの統一を図るよう努力したい。

⑤記録用紙を資料とし、効果的に活用するためには

　どのように整理していったら良いか？同じ問題を抱

　えた患者に役立てられるよう記載内容を検討する必

　要があり、看護面での記録を充実させたい。

IV　おわりに

　昭和57年より約2年間にわたり、忙しい業務の中に

も連絡し合いながら取り組んできた。このことで、単

なる情報交換に終わらず、お互いのコミュニケーショ

ンが一段と円滑に行えるようになった。

　病棟においては、当初、書く煩わしさ、外来業務に

対する認識の薄さから、”病棟では忙しい思いをして

　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　書いているのに、外来では役立っているのか？　とい

う意見も聞かれたが、一・日外来研修をしたことや、再

入院患者が多いことから、記録用紙の有益性も認識さ

れてきたようである。

　再入院患者の受け持ちを決める際は、前回の受け持

ち看護婦から、”自分に受け持たせてください”との

発言があり、他の看護婦も互いに刺激され、良い結果

が生まれている。

　外来では、途中で病棟への情報が送られなくなった

が、今後再開することになり、内容の充実が図れると

思う。

　今後の課題に取り組みながら、必要があれば他施設、紀

地域とも連携を持ちたい。また、看護部で試作された

”日常の生活習慣について”の用紙も活用したく、看

看部の指導も期待したい。
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